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人口の動き 法律相談日

3月1日現在前月比 il 4月15日(木)

人口計 61，362+ 76 11 
11 9 時30分~15時

男 29，561+35 11 

女 31，801+41 11 市役所市民相談室

世帯数 16，細川 11 お気軽にどうぞ
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春を 運 ぶ

空飛ぶカーネーション

立福寺温室組合

特産品としての発麗を
水と緑と花のまち大村lζ、最近話題を呼んでいる空飛

ぶカーネーションが福重地区の立福寺温室組合(代表者

福田泰三さんら組合員 5人)で栽培されています。

施設は、第2次構造改善事業で建設され、昨年3月完

成しました。

事業は、専門自立経営農家育成のため生産基盤の整備

を図り、近代的な管理施設と統一された指導による品質

向上を図って、農業経営の安定化と生産の高い花き生産

団地を形成するためです。

栽培品種は、コーラル(赤色)よそおい〈ピンク)な

ど長崎空港から毎週木曜日と日曜同に関西 ・関東方面に

出荷されています。

今後増々特産品としての発展と、空飛ぶカーネーシ ョ

ンの話題が活発になることでょう。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長 立石直衛印刷所/合同印刷
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春の全国交通安全運動

ヲ，、、

l.-交通事故を防

日--4月]，5日

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六

日
(
火
)
か
ら
十
日
間
に
渡
り
全

国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
の
目
的
は
、
歩
行
者

運
転
者
、
運
転
者
の
雇
主
、
そ
の

他
陸
上
交
通
に
関
係
の
あ
る
す
べ

て
の
者
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及

徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
す

春
の
花
見
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
、
交
通
事
故
を
起
乙
さ
な
い

よ
う
、
ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
安
全
運
転
に
心
が
け
て
下

さ
い
。な

お
昨
年
中
の
本
市
の
交
通
事

故
発
生
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で

件
数

・
傷
者
に
お
い
て
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、

死
者
に
お
い
て
は

四
O
M
m
c増
加
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

県
下
に
お
い
て
も
件
数
、
死
者

数
と
も
、
乙
乙
数
年
減
少
し
て
は

い
ま
す
が
、
一
方
、
幼
児
・
老
人

の
事
故
は
増
加
と
い
う
悲
し
い
状

況
に
あ
り
、
飲
酒
運
転
者
も
依
然

と
し
て
多
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
乙
で
今
回
は
、
次
の
事
を
重

点
目
標
と
し
て
推
進
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

①
歩
行
者
、
特
に
子
供

(
幼
児
及

び
小
学
校
児
童
を
い
う
)
と
老
人

の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

乙
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
事
故

の
現
状
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
参
加
さ
れ
る
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

検
認
は

b
す
み
で
す
か

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
有
効
期
限

』
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卒
業
式
も
間
近
に
せ
ま
っ
た
三

と

共
に
、
皆
さ
ん
も
大
き
く
成
長

二
君
が
「
成
長
を
楽
し
み
に
、
大
(

♂
〈(一九一
寸

隅

;

一一一一一
J
(

川

勝

月

十

三
日
‘

萱
瀬
中
学
校
(
田
雑
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
切
に
育
て
ま
す
」
と
、
お
礼
の
言
~

九
一一J
一一シ

ふ

¥

一一一いげ……
ゲ
襲
健
一
郎
校
長
、
卒
業
生
五
十
七
人
)
ほ
し
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
き
の
で
式
を
す
ま
し
た
。

い

~一

一:

藤
監
醐
睡
官
民
醐

…
J
i

舗

で
、
卒
業
生
に
つ
つ
じ
の
面
木
が

桑
原
み

つ
え
さ
ん
に
つ
つ
じ
の
苗
苗
木
は
、
今
春
卒
業
の
生
徒
九
い

麟
簿
鰹
機
織
醐
輯
瞳
輔
輔
醐
聾
輔
…
贈
ら
れ
ま
し

た

。

木

「

希

望

、

白

妙
」
が
手
渡
さ
れ

百
九
十
九
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
o

h

欝
欝
欝
銭
湯
轟
轟
費
、
一
喜
一
一

。

~

議
盤
整
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憲

章

推

進
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会
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治

ま
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た

ザ

川
森
会
長
か
ら
代
表
で
つ
つ
じ

会
長
か
ら

「
つ
つ
じ
が
成
長

す

る

そ

の
あ
と
生
徒
代
表
の
山
本
賢

〉

へ

を

受

取

る

桑

原

さ

ん
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4月

ム

耳

と

言

葉

の

相

談

日

は

~

一
4
月

げ

日

(

土

)

で

す

ん

叫

午

後

1
時
か
ら

3
時

ま

で

一

福

祉

セ

ン

タ

ー

い

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

四
月
一

日
以
降
は
、
検
認
を
う

け
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ま
だ
お
す
み
で
な
い
人
は
別
表
の

日
程
に
よ
り
必
ず
被
保
険
者
証
の

検
認
を
う
け
て
下
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
交
付
し
ま
せ

ん。

地区別 日 程 検 認 の場所

一一 浦 4月 12日 三浦出張所

!鈴 田 11 12日 鈴田出張 所 l

福 重 11 13日 福 重 出張所

松 原 11 13日 松原出張所

=主s主L 瀬 が 14日 萱 瀬出張所

11 14日 竹松出張所

11 15日 西大村出 張 所

本庁 11 16日

※※  

検
認
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

i
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

出
張
所
地
区
で
検
認
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
四
月

十
六
日
に
本
庁
で
検
認
い
た
し
ま
す
。
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…
春
の
大
掃
除
一

清
潔
で
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を

家
庭
内
・
外
の
清
掃
、
下
水
溝

の
清
掃
、
周
囲
の
雑
草
と
空
き
地

の
整
備
.
衛
生
害
虫
駆
除
を
中
心

に
各
町
内
で
い
っ
せ
い
に
行
え
る

適
当
な
日
を
選
び
、
清
潔
で
明
る

い
街
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

家
庭
内
・
外
の
清
掃

室
内
の
務
理
整
と
ん
、

畳
の
日

光
消
毒
、
周
囲
の
雑
草
の
除
去
、

下
水
溝
の
流
れ
を
よ
く
す
る
。

便
所
な
ど
の
清
掃

便
池
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
は
ハ
エ
の

発
生
源
で
す
。

乳
剤
散
布
を
し
て
発
生
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

下
水
溝
清
掃
後
の
汚
泥
搬
出
に
つ

い
て町

内
い
っ
せ
い
大
掃
除
で
、
下

水
溝
か
ら
出
た
汚
泥
の
処
理
に
つ

い
て
、
町
内
で
処
理
で
き
な
い
場

合
は
、
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

乙
の
場
合
な
る
べ
く

一
カ
所
に

集
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

i中小企業:

大
掃
除
実
施
後
の
駆
除
活
動
は
一

層
効
果
が
あ
り
ま
す

駆
除
活
動
を
実
施
さ
れ
る
町
内

は
、
町
務
連
絡
員
か
衛
生
担
当
者

が
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
れ
ば

駆
除
薬
は
補
助
つ
き
で
、
ま
た
煙

霧
駆
除
を
さ
れ
る
町
内
へ
は
機
械

を
貸
出
し
ま
す
。

退
職
金
制
度
加
入
者
に

中
小
企
業
従
業
員
の
福
祉
の
増

進
を
は
か
る
た
め
退
職
金
制
度
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

加
入
さ
れ
た
場
合
、
次
の
と
お
り

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

鴨
畿
麟
麟
繍
瀦
緬
灘

患

者

さ

ん

に

絵

と

作

文

の

慰

問

…

臨
時
四
謝
掛

東
大
村
小
学
校

闘
膿
舗
吋
吋?A一叩A一

AA
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甥
司
3

市
立
病
院
で
は
明
る
い
環
境
づ
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
、
図
工
さ
つ
そ
く
絵
と
作
文
を
院
内
の
山

闇
園
圃
圃
酬

F毘露
J
t急妥妄会会忌長》鞍没際主
叩叩市咋ぷ吋川川以
一一ι
一
ι

……J~~

• 

闇
闇
闘
鵬
W紅杭一い川川)川M川mい与
じ
漆

ほ

ど
東
大
村
小
学
校

(
福
田
豊

校

ま

た

江
崎
修
一

君
、
山
添
か
ず
め
、

還
す
る
人
々
の
心
を
な
ど
V

園
掴
輔
週
酒
園
園
覇
「
一
藤
勝
曇
量
長
)
の
村
上
先
生
、
江
崎
修
一

君

え

さ

ん

の
作
文
ご
日
も
早
く
元

や
か
に
し
て
い
ま
す
。

臨

謹

一いえ

聖

一

山
添
か
ず
え
さ
ん
、
川
口
か
な
乙
気
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
、
ま
た
心
暖
ま
る
行
為
に
対
し
て
院
長
一

回

圃

闘

二

円

織

機

的

。
ん
の
手
で
絵
と
作
文
が
届
け
ら
図
工
主
任
の
「
子
供
た
ち
の
純
粋
か
ら
三
月
十
九
日
の
卒
業
式
に
感
V

濁

酒

咽

遡

調

機
関
糟
繍
勝

れ

ま

し

た

。

な

感
覚
、
誠
実
な
絵
が
院
内
の
環

謝

状

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

四
年
前
か
ら
子
供
た
ち
と
相
談
境
に
お
役
に
立
て
ば
」
と
院
長
あ

子
供
た
ち
が
共
同
事
作
っ
た

山

版

画

し

て

病

め

る

人

た

ち

の

た

め

に

少

て

の

書

面

が

そ

え

て

あ

り

ま

し

た

一

対
象

山
長
崎
県
中
小
企
業
集
団
に
所
属

し
、
雇
用
従
業
員
数
が
十
五
人

以
下
の
事
業
所

ω昭
和
五
十
年
四
月
一
日
l
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
契
約
し
た
人
。

補
助
及
び
期
間

O 

被
共
済
者
一
人
当
り
の
補
助
は

掛
金
の
二
分
の
一
で
(
但
し
最

高
千
円
を
限
度
と
す
る
)
契
約

締
結
の
日
か
ら
三
年
以
内
と
す

る。

※
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
、

ま
た
は
商
工
会
議
所
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

く〉

O 

ー
水
道
だ
よ
り
|

水
も
れ
と
そ
の
処
置
の
し
か
た

〔
そ
の

1
〕

.
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
じ
ゃ

口
の
閣
の
水
も
れ
は
、
指
定
水

道
工
事
居
へ
修
理
を
申
込
み
ま

'
し
ょ
'
つ
。

-
ガ
ス
湯
わ
か
し
器
、

太
陽
温
水

器
、
電
気
温
水
器
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
特
殊
な
器

具
か
ら
の
水
も
れ
は
、
器
具
メ

ー
カ
ー
か
販
売
庖
へ
修
理
を
申

込
み
ま
し
ょ
う
。

ψ。
どな企J芳D

〔
そ
の

2
〕

@
受
水
槽
(
受
水
タ
ン
ク
)
か
ら

じ
ゃ
口
の
聞
で
水
も
れ
し
て
い

る
と
き
は
管
理
人
か
所
有
者

を
通
じ
て

‘
指
定
水
道
工
事
居

へ
修
理
を
申
込
み
ま
し
ょ
う
。

団
地
や
ア
パ
ー
ト
.
ビ
ル
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

@
道
路
上
な
ど
の
水
も
れ
を
発
見

さ
れ
た
と
き
は
、
な
る
べ
く
早

く
水
道
部
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い



(4) らおむお市政だより昭和51年 4月 1日
llilll¥illlllllllllllllllllllilIlIIllIllIlIlIlIlJlIlIIlIlIlIlIlIIl!11l1l1I1I11I1I1I1l1I1I1I1l1l1I1I11I1I1II1l1l11l1l1l1l1l11l!1I1II1I1I11I1I 

子

供

た

ち

愛

の

=
一
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
二
十

日
ま
で
は
「
春
の
防
犯
運
動
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
県
防
犯
協
会
連
合
会
や

県
警
察
が
中
心
に
な
り
、

県
卜
あ

げ
て
の
運
動
で
す
。

春
は
卒
業
、
進
学
、

就
職
と
少

年
た
ち
に
と
っ
て
は
夢
と
希
望
に

満
ち
た
季
節
で
す
。

そ
の
反
面
、
不
安
と
失
望
な
ど

心
理
的
に
は
不
安
定
な
時
期
で
あ ー一一」‘

声

を

未
然
に
非
行
、
事
故
、
危
険
か
ら

少
年
を
守
る
意
味
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。

O
悪
い
遊
び
ゃ
危
険
な
遊
び
を
し

て
い
る
少
年

O
寂
し
い
道
を
一
人
で
歩
い
て
る

少
年

O
夜
遊
び
を
し
て
い
る
少
年

O
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
曲
乗
り

を
し
て
い
る
少
年

O
タ
バ

コ
を
吸
っ

て
い
る
少
年

O
空
き
家
な
ど
で
た
む
ろ
し
て
い

る
少
年

O
学
校
や
職
場
を
ズ
ル
休
み
し
て

い
る
少
年
。

ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
少
年
を
見

か
け
る
と
思
い
ま
す
が
「
ど
こ
に

行
く
の
」
「
な
に
し
て
い
る
の
」

「あ
ぶ
な
い
よ
」
「
早
く
帰
り
な

さ
い
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
「
一

声
」

か
け
る
だ
け
で
結
構
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
少
年
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
「
声
を
か

け
て
」
い
た
だ
い
て
、
明
日
を
背

負
う
少
年
た
ち
を
、
非
行
、

事
故

危
険
か
ら
守
り
、

健
や
か
に
育
て

た
い
も
の
で
す
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

低

金

利

の

振

興

資

金

を

ご
利
用
下
さ
い
。

J るー盤機事議~~護饗審議縦 波警護 護議参議
勤本盤機議週~!;i議繋畿喜;主総転嫁主義護

f労づ舗麗欝欝建議鐙醤齢機瀦醤藤議議議 宗主主議
.青つ露聖護霊也i難視眉罷藍謡鰭 謡怒藤議議議識さ
:年た盟融構覇睡蓮謹醤総溜悪議議議審議
〉のん野党霊霊装孟議顎親騒藍繁勝議 警警鐘
y皆ね彊謡都豪勢盤機磯襲警

さん i言語圏圃・・E憲議線量圃..露:導:越 i 
ん1;: 幾多療勾門司闘 議 謬曙置陵重轟 務:
植 護墾議謡議議ù!;~彊欝譲鱒哲置睡 蓮灘監禁
樹織機;靖国関盤整墨盟園長:議盤委譲
す 機懇離減額思曹崎盟国掴-画議際靖国監

~ß たク七年る 園
勤 。リ 人 (青で三 • . 
労エ)男年、月 不百
青 lが子 及市七 j五
少 シ参二び内日 但J
年 ヨ加十 市 の 1 -
が ン し二内 事 日 」

親 をて人 lζ 業 ) レ
し 実、、居所県 h 

く施植女住 lζ 立 う/

友 し樹 子す勤野 口
好 まと二る 務 岳 / 
を しレ十 青 す 公 エ

まけ 環 行ねの深 勤 i 
しやといて 探め " / 
た き し、 歩訪る 噌'

」てまけとた υ ヨ
二「た 歩ゴめ ーし

百 か 緑 け Jレ、 肯 J

三え化のフ県 マ=
十で 推体場 の Jf， '-
本、進力の自 Y 

をも運づ見然
植み動く学休 年
樹じのりを 養
し、ーをか 林

少

年

ン

セ

タ

り
、
ま
た
、
花
見
や
祭
り
な
ど
で

う
か
れ
、
解
放
的
な
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。

少
年
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
で
非
行
に
走
っ
た
り
、

大
き
な
け
が
を
す
る
乙
と
が
あ
り

ま
す
。

非
行
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、

い
ろ
ん
な
方
策
が
た
て
ら
れ
運
動

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
「
子
供

た
ち
に
一
声
か
け
る
」
こ
と
は
、

四
月
一
日
か
ら
振
興
資
金
の
利

息
が
引
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対
象市

内
で
同
一
業
種
を
一
年
以
上

経
営
し
て
い
る
事
業
所

限
度
額

四
百
万
円
以
内
(
限
度
額
内

口
利
用
で
き
ま
す
)

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金

二
カ
年
以
内

設
備
資
金

四
カ
年
以
内

手IJ
自

(
保
証
料

一
・
一
四
Mmを
含
む
)

運
転
資
金
年
八

・
六
四
Mm

設
備

資

金

年

八
・
八
九
Mm

※
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
、
金
融

機
関
、
ま
た
は
市
商
工
観
光
課

へ。回

春の合同グルー プ展

6 第
参
加
グ
ル
ー
プ

油
絵
、
南
画

第
六
回
春
の

グ
ル

ー
プ
展

を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
出
か

け
下
さ
い
。

期

日

四

月

十
六
日

t
十

九

日

午

前

九
時

t
午
後

五
時

場

所

中

地

区
公
民
館

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ラ
ン

陶
芸
、
手
芸
、

ス
刺
繍
、
書
道
、
草
月
流
花
道

活
設
計
の
グ
ル
ー
プ

茶
道

(
裏

・
表

・
宗
偏
流
)
生

な
お
、
期
間
中
、
あ
ざ
み
グ
ル
!

た
し
ま
す
。

プ
の
手
作
り
お
や
つ
バ
ザ
ー
を
い

窓
口
取
扱
い
の

改
正
に
つ
い
て

大
村
電
報
電
話
局
山

大
村
電
報
電
話
局
の
窓
口

H

.
取
扱
時
間
の
改
正
に
伴
い
、

J

窓
口
で
の
電
報
発
信
、
電
話
U

・
.
通
話
の
利
用
時
間
は
、
次
の
-

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
時
間
外
の
利
用
・

山
は
局
前
の
大
型
青
公
衆
電
話

山

~
ま
た
は
最
寄
り
の
赤
電
話
を

μ

v

ご
利
用
下
さ
い
。

円

平

日午
前
八
時
三
十
分

1
午
後

μ

五
時

い
土
曜
日

午
前
中
(午
後
は
休
み
)

・
.
日
曜
日
・
祝
日
休
み
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りむおお市政だより(5) 

お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

園
小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
経
過

し
た
人
で
初
回
投
与
を
う
け
て

い
な
い
人
及
び
二
回
目
の
投
与

が
す
ん
で
い
な
い
人

料
金
無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お
た

ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ

て
き
て
下
さ
い
。

禁
忌
者

川
発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性

疾

患

者

表

凶
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
程

管
系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
日

者

、

栄

養

障

害

者

唯

一

ω種
痘
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ケ

ン
接
種
後
一
カ
月
を
経
過
ワ

し

て

い

な

い

人

生

※
な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳

を
も
っ
て
き
て
下
さ
い
。

圏
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手

数

料

登

録

一

頭

三

百

円

注

射

一

頭

五

百

円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
ぎ

か
み
つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
は
口
輪

を
つ
け
て
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
、
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
鑑
札
を
つ
け
て

下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

会場名 |投与日 |備考

市 f交 所 4. 13 
菅瀬出張所 4. 13 
中地区公民館 4. 14 
三浦診療所 4. 14 
鈴田出張所 4. 14 
竹松公民館 4. 15 
福重出張所

諏訪公民館 4. 16 
松原出張所 4. 16 

犬の登録と第 1@j狂犬病予防注射日程表

4月(月1)2日1市役所 110:00"""15: 00 

今村公民館 10:30"""11:00 

4月(火1)3日
溝陸公民館 11:15"""11:30 
三浦出張所 13:00"""13:30 
農協西部営業所 14:00"""14:30 

1平小JII(倉田宅前)10:00"""10:301 

4(月水14)日l鈴田出張所 11:00-11:30 
岩 松 駅 前 13:00"""13:30 
大多武婦人ホーム 14・00，..，..14:30

4月(木15)日1中地住民区センタ_110:00"""15:00 

福重出張所 10: 00"""11: 30 

4月(金16)日 富ノ原公民館 13: 00"""13: 30 

植松公民館 i14:00"""15: 00 

諏 訪公民館 10:00-11・30

4月(月19〉日 池田公民館

徴神堂前広場 14:40"""15:10 

野岳湖ノてス停 10:30-11:00 

4月(火20)日
東光寺公民ア館 11:15"""11:30 
松原出張所 13:00"""14:00 

|武留路公民館 14:30"""15:00 

4月(水2)1日I竹松出張所 110:00"""15: 00 

黒木ノfス 終 点 10:00"""10:15 
黒木小学;校 下 10:30"""11:00 

4月(木22)日

久良原営林署 11: 15"""11: 30 
萱瀬出張所 13;00"""13:30 

市川内(鶴本宅問〕1H日1445 00~14.30 
萱瀬出張所 :50"""15:10 

農協第一支所 :20"""16:00 

4月(金23)日1大村保健所 110:00"""15:00

※12時から13時までは休けいします。

圃
3
歳
児
健
康
診
査

児
及
び
妊
婦
の
人
は
、
是
非
ご
利

午後2時，..，..3時

対
象
昭
和
四
十
七
年
十
月
生
れ

及
び
同
年
四
月
か
ら
九
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人

日
時
四
月
二
十
七
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

用
下
さ
い
。

| 時 間 | 場 所 |

4月 8日11211こii11i竹松出張所 |乳幼児

4月13日 113:30"""15:0o 1鈴田出張所 |妊婦と乳幼児

4月20日 113:30"""15:00 1松原出張所 |妊婦と乳幼児

4月22日 19:30-11:00 1萱瀬出張所 !妊婦と乳幼児

象対

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
の

月

健

康

相

談

時間

日

特
に
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

も
健
康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳

園
毎
月
市
役

所
健
康
相
談

室
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、

五
月
、
六
月

に
つ
い
て
は

中
地
区
公
民

館
で
次
の
と

お
り
行
い
ま

す。時

間

午

後

一
時
三
十

分

t
一一一時

三
十
分

場

所

中

地

区
公
民
館

(
中
央
町

バ
ス
停
下

車
)

※松原、鈴田地区は時聞を変更しました。

妊

婦

教

室
月 日 内 ?t1ゴF・

。はじめて母親となる心得

。妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

。映画か生命の創造グ

l-鵠… ( 一 間第 2回 5月19日(水〉
。安産のために(補助動作、旺婦体操の実習〕

第 3回 5月26日(水)10
育な児どの(赤実習ち)

ゃんの入浴のさせ方、 日光浴

第4回 16月 2日ω 10乳幼児の心理

第 5回 6月 9日(水)
。家庭の幸せのために(家族計画)
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集

募
圃
グ
ル
ー
プ
会
員
を

募

集中
地
区
公
民
館

中
地
区
公
民
館
の
各
グ
ル
ー
プ

で
は
、
本
年
度
前
期
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

・
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ

(
一
・
三
金
曜
十
時

t
十
二
時
)

.
書
道
ゲ
ル
|
ブ

(
一
・
三
金
曜
十
時

i
十
二
時
)

.
油
絵
グ
ル
ー
プ

(
二
・
四
土
曜
十
四
時

t
十
六

時
)

-
刺
繍
グ
ル
ー
プ

(
一
・
三
金
曜
十
時

t
十
二
時
)

.
手
芸
グ
ル
ー
プ

(毎
火
曜
九
時

1
十
二
時
)

.
菊
"つ
く
り
ゲ
ル
ー
プ

(
二
・
四
土
曜
十
四
時

l
十
六

時
)

-
生
花
グ
ル
ー
プ
(
草
月
流
)

(
毎
木
曜
十
三
時

t
十
七
時
)

.
お
茶
グ
ル
ー
プ
人(裏
千
家
)

(
一
・
三
木
曜
九
時

i
十
三
時
V

・
お
茶
グ
ル
ー
プ
ベ
表
千
家
〉

、

(
二
・
四
月
曜
十
時
l
十
二
時
V

・
お
茶
ク
ル

l
ブ
ハ
宗
偏
流
)

(
毎
火
曜
十
八
時

l
二
十
時
)

お
申
込
は
、
中
地
区
公
民
館
へ

電
話

(
③
|
一
三
七
六
)
で
お
願

い
し
ま
す
。

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を

募

集

野
外
を
活
動
の
場
と
し
て
キ

ャ

ン
プ
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
楽
し
い

行
事
を
通
じ
て
身
心
の
鍛
錬
を
行

い
、
元
気
な
子
供
を
育
て
る
の
が

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
目
的
で
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
第
三
団

で
は
、

次
の
と
お
り
隊
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
込

ん
で
下
さ
い
。

4月の日曜当番医

※診療時間

人
数
二
寸
人
一

一
ケ
r

対
象

男
子
化
限
る
o

-

四
月

一
日
現
在
で
小
学
五
年
に

な

る

人

十

五
人

小
学
六
年
に
な
る
人
五
人

申
込
方
法

次
の
所
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
記
入
し
て
、

提
出
し
て

下
さ
い
。

O
中
央
公
民
館

O
中
地
区
公
民
館

申
込
期
間
四
月
一

日

t
十
日

問
合
せ
先

中
央
公
民
館

血
②
l
四
三
二
一

園
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
を
募
集

資
格

長
崎
県
に
本
籍
を
有
し
県

内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
ま
た

は
他
県
に
本
籍
を
有
し
県
内
に

五
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人
の

子
弟
で
、
県
内
の
高
等
学
校
を

卒
業
し
大
学
に
在
学
す
る
学
生

で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
人
(
短
大
、
大
学
院
を
除

く
)

募
集
期
限
五
月
八
日

申

込

先

市

教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
、
そ
の
他
必
要
な
書
類
は

市
教
育
委
員
会
庶
務
課
に
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ。

園
ミ
ス
と
ミ
セ
ス
の

た
め
の
健
康
ク
ラ
ブ

四
月
十
九
日
(
金
)
か
ら

毎
週
金
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

場
所
市
民
体
育
館

定
員

四
十
人

会
費

月

五

百
円

申
込

四
月
十
日
ま
で
に
、

住
所

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
で
、

乾
馬
場
郷
八
五
七
.

古
賀
静
枝
あ
て
(
電
話
で
も
可
)

弧
③
|
五
六
二
三

日
時

-
空
手
部
員

(
沖
縄
空
手
道
)
を
募
集

対

象

小

・

中

・
高
校
生
、
一
般

男
女
で
、
身
体
の
練
磨
を
希
望

さ
れ
る
人

日
時
毎
週
月
・

水

・
土
曜
日

月

・
水
曜
日
は
午
後
五
時
三
十

分
l
七
時
。
土
曜
日
は
午
後
二

時
三
十
分

1
四
時
三
十
分

場

所

大

村

警
察
署
道
場

連
絡
先

練
習
日
は
道
場
で
受
付

練
習
日
以
外
は
大
村
航
空
隊
整

備
隊
(
血
③
|
=
一
一
一
二
一

内
線

二
八
八
〉
大
坪
敏
哉
、
ま
た
は

基
地
隊
(
内
線
三
三
九
)
臼
三
沢

幸
登
へ

費
用

指
導
料
は
無
料
。
競
技
会

ー
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
|

〈

中

央

保

育

所

へ

冊

川
ム
久
原
郷
の
中
嶋
キ
ミ
子
さ
ん
か

ム

乾
馬
場
郷
の
橋
本
昭
子
さ
ん
か
ハ

ら
大
型
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
一
セ
ッ
ら
。
フ
ロ
ッ
ク
一
組

ト

ム

乾

馬

場

郷
の
森
俊
裕
さ
ん
か
ら
一
H

日
ム
乾
馬
場
郷
の
柴
田
ナ
カ
さ
ん
か
-
ベ
ニ
ヤ
板
一
枚

ら
一
子
供
の
た
め
の
本
」
十
五

参
加
費
な
ど
が
少
々
必
要
で
す

圃
青
年
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
会
員
募
集

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時

l
九
時

市
民
体
育
館

年
齢
制
限
な
し

男
女
不
問

入
会
金
な
し

会
費

一
カ
月

千

円

小
村

建

設

仲

光

(
血
③
1

一二
O
O
)
へ

練
習
日

会

場

対
象
者

ぷト
ヨ支

費

問
合
せ

圃
市
民
久
住
登
山
会

大
村
山
岳
会
で
は
、
初
夏
の
久

住
山

(大
分
県
)
に
登
山
を
行
い

ま
す
。

日
時
五
月
二
十
二
日
午
後
二

時
出
発
l
(
)泊
)
l五
月
二
十

三

日

午

後
七
時
帰
着

参
加
料
(
運
賃、

宿
泊
費
共
)

大
人

六
千
円

小

人

五

千

円

募
集
人
員
五
十
人

申
込

希
望
者
は
住
所
、

氏
名
、

年
齢
に
申
込
料
二
千
円
を
添
え

て
四
月
三
十
日
ま
で
に
旭
堂
ス

ポ
ー
ツ
庖

へ
申
込
み
下
さ
い。

主

催

日

本
山
岳
協
会

主

管

日

山

協

大

村

支

部

大

村
山
岳
会
(
血

@
l六
五
四
七
)

後
援
市
教
育
委
員
会

圃
向
陽
幼
稚
園
園
児

募

集

募
集
対
象
と
人
員

二
年
保
育
昭
和
四
十
六
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児

人

数

若

干
名

お
問
合
せ
は
(
血
①
|
四
八
二

O
)
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